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報告要旨 

現在、様々な自治体で地域づくり活動が行われている。 

その活動は住民が主体的に参加することが期待されているが、住民のコミュニティは衰退傾向にあり、

地域コミュニティの再構築は、地域づくりにおいて、ひとつの課題となっている。 

そこで、本報告では持続的な地域コミュニティの構築のための住民組織の在り方と関係について考える。 

 

住民の組織は”地縁組織”と”志縁組織”の 2 つに分類できる。現在、地縁組織は衰退傾向にあり、志

縁組織が主流となりつつある。地域づくりが、その地域の特色を生かしたものであり、また、持続的で

あるためには地域づくりの主体となる組織は地縁性を持っていることが望ましい。 

そこで、山形県最上郡金山町有屋地域の住民を対象にして、地域づくり組織において地縁性が重要であ

るということを実証するためのゲーミングを行った。 



質疑・応答 

大森：今回、伝統芸能というものを地縁の強さ、特徴としているんですが、その、伝統芸能以外に地縁

をあらわすものは調べているのですか？地域の要となるものは番楽以外でないのですか？ 

飯塚：それに関しては、今まで伝統的に行なわれてきたものが適しているのではないかといいましたが、

それも今後の課題の一つではあります。参考文献にある枝川先生の研究でどのようなものが地域

固有の資源となりうるかという調査結果がありまして、そのなかでも、伝統的なものが多かった

という結果が出ています。なので、今までで歴史性あるものが適していると考えています。 

 

伊藤：地域づくりといったときに飯塚君はどういったことが望ましいと思うのか？どんな地域が望まし

いと思うのか？ 

飯塚：私は、地縁組織が重要だといってきたが、地域の人たちの密な人間関係で、みんながお互いのこ

とを知っていて、地域のためにみんな仕事をするという意識を持っている地域が好ましいと思い

ます。 

伊藤：人間関係が密な地域と衰退している地域とが結びつかない。例えば、地域で顔の見えにくい関係

であっても、生活空間として十分快適であるという性質が見えると思うのですが。 

飯塚：それは反対したいと思います。人間関係が弱くなると今まで共同体であったり、相互扶助機能で

あったり、ないしは犯罪の増加であったりといったリスクやコストが増えるのではないかと思い

ます。 

伊藤：自ずと飯塚君の考える地域づくりの地域っていうのは、空間や距離で考えたらかなり限定されま

すよね？ 

飯塚：そうですね。かなり狭い範囲になるのかなと思います。 

伊藤：そんな中で、人間関係が密で良好な関係が続けられるモデル組織のあり方を考えたい？ 

飯塚：はい。 

 

冬木：手法についてですが、質問紙調査については一定の数が取れてそれなり分析が出来るのですが、

ゲーミングについては、属性によってかなり違いが出るのではないでしょうか？村長とか仕切っ

ている人たちなのでかなりバイアスがかかっているのではないか。普通の人たちもやればいい分

析が出来るのではないかと思います。追加調査の予定は無いのでしょうか？ 

飯塚：今のところ追加調査に関しての具体的なことは決まっていないのですが、続けて何かしら調査を

することは考えています。 

 

石井：志縁という言葉は何故出してきたのか？また、地縁組織と志縁組織が結合した形とはどういった

ものなのか？ 

飯塚：志縁という言葉は余り一般的な言葉ではないと思うが、参考文献にもある櫻井常矢さんも同じ言

葉を使っていて同じ見方をしています。どういう組織があるのかみたときに、名前で分けるとき

は地縁組織と志縁組織で分けるのが適切ではないかということで、この言葉を使わせていただき

ました。結合していないというのはこれらのような浮いている人たちを指すのですが、浮いてい

るが故に地域に合った行動、適した活動が出来ないかも知れないし、地域が一丸となってという

ところもまた、難しいかも知れないと考えてまして、この結合したところいうのは、地縁組織の

方で、他の地域を覆おうような形で皆集まっていること。地域全体でみんな結合している中での、 



何人かがこういうことをやりたいんだといったときにその少数の人だけでなく、地域の人が協力

してくれることで地域に適した活動が出来るのではないかということです。ちゃんと説明できる

ようにしておきます。 

 

工藤：浮いているというのは地域の人で浮いているという意味？それとも地域以外の人も含めるのか？ 

飯塚：地域の中の人で考えています。 

工藤：志縁組織で NPO と書いてあるが、地域以外の人でもいいんじゃないの？ 

飯塚：もちろん、スライド 4 枚目の組織分けといったところでは、志縁組織といったところでは地域以

外の人も想定しています。 

工藤：今具体的な問題として、地域の人たちだけではやっていけなくなっている。具体的にどういうこ

とを想定してやっているのかわからない。具体的につめて、やってもらえるとこういう結論があ

っていいねと感じる。その辺を意識してつめてやってくれると面白いなと感じる。 

飯塚：はい、今後の課題にしたいと思います。 

 

 


